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研究成果の概要（和文）： 
形態的類型論はこれまでも幾多の先行研究で見直されてきたが，その両極にある孤立語と複統

合語は近年まで特に問題とされずに類型タイプとされてきた。しかし，本研究を通して研究を

重ねたところ，特に複統合語と呼ばれている言語にも多様なタイプがあることが明らかになっ

てきた。本研究では一次資料を収集し，それに基づいて研究を展開することも重視した。海外

現地調査を通し，特に話者数の少ない言語の貴重なデータを多く収集することができたのも大

きな成果である。（200 字程度） 
 
研究成果の概要（英文）：  
Linguistic typology based on the types of words, i.e. the morphological structure of words, 
has a long history; however, the two opposite types, polysynthetic and isolating, have not 
been thoroughly questioned as regards their characteristics. Through this project, it 
became evident that there are different types within the polysynthetic type. We have 
collected a significant amount of data through field research of underdocumented 
languages. 
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１．研究開始当初の背景 
まず、本研究立案のきっかけとなったのは、
日本言語学会 2005 年度春期大会にて、「抱合
と複統合性－フィールドからみえてくる言

語の多様性」と題したワークショップをおこ
なったことである。 
このワークショップでは研究代表者・渡辺が
司会・発表をおこなった他、研究分担者・中



山と研究協力者・宮岡が発表および討議をし
た。このワークショップのために、渡辺・中
山・宮岡の３人は、打ち合わせに数度集まり
準備をした。そこであらためて分かったのは、
「複統合性」という概念が実は非常に曖昧で
あるということであった。通常、複統合性と
いうと、一語のなかに多くの形態素を含みう
る言語とされるが、それでは実際、一語にい
くつ以上の形態素が含まれれば、ある言語を
複統合語だと呼べるのかという点について
は、ほとんど触れられたことがない。渡辺と
中山がそれぞれ専門とするスライアモン語
とヌートカ語も、人称標識・テンス・アスペ
クトなどを接辞で一語に盛り込むゆえ、複統
合語とされているが、典型的な複統合語とし
て常にあげられるエスキモー語のように、数
多くの形態素が一語に盛り込まれることは
ない。 
その一方で、一語が一形態素からなるとされ
る孤立語というタイプ、そしてその代表例と
してあげられる中国語も、実際の言語現象は
それほど単純なものではないことが研究者
によって指摘されるようになってきた。特に
現代中国語では、語と語が結合し、合成語を
多く形成することが指摘されている。すなわ
ち一語が一形態素からなるとは必ずしも言
えず、ふたつ以上の形態素から構成されるこ
とも多い。 
以上のように、複統合語と孤立語というふた
つのタイプは、それぞれ、これまで考えられ
てきたように単純に定義づけられるもので
はない。それぞれの特徴をさらに突き詰めて
考察する必要がある。しかし、本研究にかか
わる研究者は、ひとつのタイプの言語だけを
観察しても、行き詰まってしまうことにそれ
ぞれ独自に気がつき始めた。そこで、特に上
記のワークショップのあとに非公式にお互
いの意見を交換するなかで、まったく異なる
と言われている両タイプの言語を比較対照
することによって、それぞれのタイプをひと
つのタイプとしている特徴が見えてくるの
ではないかということを強く感じるように
なった。 
そこで、複統合語と孤立語という、形態的類
型において両極端にあるとされている言語
を専門に研究してきた者が集まり、それぞれ
の言語の観点から、協議し共同研究をする機
会を設けようというのが、本研究の立案に至
った背景と経緯である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、形態的類型論で対局に位置づけら
れる複統合語および孤立語の文法構造を総
合的に比較することをとおして、語構造をも
とに比較・分類をおこなう類型論を再考察す
ることを目的とする。 
 

 
３．研究の方法 
(1)本研究では，研究の基礎となる資料を研究
代表者および分担者がそれぞれ自らの現地
調査で収集することをおこなった。これは複
数の言語を比較対照しておこなわれる類型
論的研究において，研究はえてして他の研究
者が得たデータを二次的に使用することが
多いことへの反省を含めてのことである。 
 
(2)自らが専門とする研究対象言語の調査の
際には，自然談話を重視することとした。す
なわち，媒介言語を対象言語の話者に訳して
もらう「聞き取り」の方法になるべく頼らず
に，自然談話を収集し，そのなかでどのよう
に統合度の異なる語が出てくるかを調査し
た。 
 
(3)本研究参加メンバー間では密に連絡を取
り合い，常に一次資料を基に議論を進めてき
た。 
 
４．研究成果 
(1)自然談話のなかでの実際の言語運用を観
察することによって，複統合語とされる言語
でも，統合度が高い語ばかりが使用されるの
ではないことが闡明になり，その一方では孤
立語とされる言語でも，必ずしも一語が一形
態素で現われるばかりではないことも分か
ってきた。 
 
(2)海外における現地調査を通し，本研究参加
者の専門とする言語の一次資料を多く得る
ことができた。これは本研究の期間で終わる
わけではないそれぞれの言語の研究のため
の基礎的資料となるものであり，その学術的
価値は非常に高い。 
 
(3)本研究の成果として専門的論文と口頭発
表をおこなうとともに，本研究を通して考察
した成果の一旦として，初学者あるいは一般
向けに啓蒙的な論考，書籍，講演などをおこ
なった。論文・論考等は計 16 点，口頭発表・
講演等は計 35 点，書籍は 4 点を数えるに至
った。 
 
(4) 地域も系統もタイプも異なる言語を専門
としている研究者同士が共同でそれぞれの
研究対象言語について議論をする機会は少
ないが，本研究はその良い機会となり，今後
の研究につなげられる可能性が見えてきた
と考えられる。 
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